
＊内科系は4症例、外科系・小児科系は2症例のサマリー（様式２Ｂ）を提出して下さい

抗不整脈薬と
その効果

アミオダロン
停止効果あり

副作用 なし

不整脈診断 持続性心房細動

4 性別 男性

合併疾患 頻脈誘発性心筋症、うっ血性心不全

19●●/●/●● 入院 ・ 外来
（いずれかに
○して下さい） ■ サマリーB4の症例

（内科のみ）

高血圧

メキシチール
総数著明減少

サマリーB3の症例
(内科のみ)

①静注リドカイン、②メキシレチン（経口薬）
リドカイン停止効果なし、メキシレチン予防効果あり

性別

年齢 ●●
生年
月日

年齢 43

副作用 なし

抗不整脈薬と
その効果

完全房室ブロック

抗不整脈薬と
その効果

ワルファリン
効果あり

入院 ・ 外来
生年
月日

合併疾患 筋緊張性ジストロフィー

患者番号 2 M

患者番号 1 入院 ・ 外来
（いずれかに
○して下さい）

不整脈診断 持続性心室頻拍

53男性性別 年齢

副作用

不整脈診断 心サルコイドーシス

合併疾患

合併疾患

生年
月日

19●●/●/●● 入院 ・ 外来
（いずれかに
○して下さい） ■患者番号 3

不整脈診断 心室期外収縮

整　太郎

サマリーB1の症例

性別 男性 年齢 ●●

（いずれかに
○して下さい） ■ サマリーB2の症例昭和49年5月5日

抗不整脈薬と
その効果

副作用

患者番号

（専門医受験・様式２Ａ_2017）申請者氏名

なし

（記入例）診療実績表Ａ　不整脈薬物治療　（内科系は20症例、外科系・小児科系は10症例）
※赤字は好ましくない記入例です

■1964/2/1
生年
月日

※効果も必ず記入のこと、※薬剤名は一般名で記入のこと、※抗凝固薬単独症例は不可年月日は西暦で記

入して下さい どちらか分るように、必ず○印をつ

けて下さい

1頁目にサマリー提出症例を集めて

Aの患者番号1の症例を、サマリーB

の患者番号1（以下同様）にして下さ

い

不整脈診断の欄に記

入して下さい

抗凝固薬1種類のみの症例

は認められません

合併疾患の欄に記入して下

さい

副作用が無い場合は空欄

にせず、「なし」と必ず記入

して下さい

薬物は商品名ではなく、一般

名で記入して下さいは


